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２０１１年３月１１日発災した東日本大震災は多くの人々の命と日常の生活を奪い 

ました。震災から２年が経過し、被災地の様子を伝える報道も減りました。報道され 

たとしても、再開した・復活したという順調な復興を伝えるようなニュースばかりが 

目立ち、被災地の人々は震災が過去の事として忘れ去られてしまうのではないかと恐 

れています。しかし現実は被災地の復興は進まず、人々のくらしの再建もまだ先が見 

えていません。 

この間、理事・組合員活動委員が、被災者に寄り添い被災地の今を発信し続けてい 

る地元生協の企画に参加し、思いを受け取ってきました。 

より多くの組合員に被災地の今を知ってほしい、そしてまわりの人たちに被災地の 

 現状を伝えてほしい、生活再建のために頑張っている被災者を支え、「忘れないよ」と 

 エールを送りたいと思います。 

 

 

3月 11日～12日 宮城県 みやぎ生協「３・１１を忘れないつどい」 

             参加者：中田裕子・川端由理・山口美奈（組合員活動委員） 

 

3月 14日～15日 福島県 コープふくしま＆日本生協連 

                    「 つながろう CO―OPアクション福島」 

             参加者：古屋康子・小石淑子（理事） 

佐々木恵美子・杉本節子・土井すみ（組合員活動委員） 

 

4月 27日～28日 岩手県 いわて生協「東日本震災から２年～感謝のつどい」 

参加者：浦郷由季・松浦弘美（理事） 

 

 

通常総代会では食事会場のロビーにて写真を中心にしたパネル展示をして被災地の現状

を報告しました。 

今回の総代通信では参加者一人ひとりから被災地で見てきた現状と受け取った思いを報

告してもらいます。 

被災地の今をつたえる 



被災地及びみやぎ生協震災学習資料室視察ツアー 参加報告 

 

組合員活動委員 中田・川端・山口 

  

●東日本大震災から 2年 

現在の被災地は少しずつ町並みが戻りつつありますが、未だ傷跡が残る箇所は多々ありました。 

遠く離れた場所に住む私たちも、あの日を忘れてはいけない。 

そして、未だ悲しみと闘い、立ち上がろうとしている人達・前を向いて歩こうとしている人達を私 

 たちはこれからも応援していきたい。 

●みやぎ生協主催「３．１１を忘れないつどい」に参加 

みやぎ生協の職員 16 人も犠牲になりました。 

本人は無事でも、家族を亡くした職員、自宅が全壊・流出した職員もたくさんいました。 

つらい環境の中、みやぎ生協はこの 2年間、前を向き、頑張ってきましたが、被災された人達の心は

未だ癒されてはいませんでした。 

●被災地視察 仙台市荒浜～名取市閑上～南三陸町～石巻市 

  被災地に入ると、住宅はほとんど残っておらず、遠くの海まで見渡せるほど、辺り一面更地になっ 

 ていました。家が残っていると思ったら、一階は全て津波で押し流され柱だけとなった痛々しい家屋 

で、とても異様な光景でした。 

名取市閑上地区では、被災した人達があの日避難したであろう日和山に 

登り、そこに立ち、町を見ると、360 度、家は一軒もなく、無残に残され 

た建物の土台だけが限りなく広がっていました。 

町を一望できる日和山には慰霊碑が建てられ、たくさんの花束が手向け 

られていました。土台だけになってしまった家々には花束が置かれ、手を 

合わせる人々の姿がありました。その上には、まるで何もなかったかのように限りない青空が広がっ 

ていて、本当に切なく感じました。 

たった一日で町が消え、全てが失われ、言いようのない現実がそこには広がっていました。 

南三陸町ではテレビ報道でも目にした防災庁舎が、また、石巻市では津波後の火災で全焼した小学 

 校が無残な姿で残っていました。 

 どちらの建物も、本当に無残な姿で、津波の恐ろしさを感じさせられたと同時に、本当に言葉がな 

い、胸がつまる想いで被災地を視察しました。 

「この建物を残し、将来、この大震災を忘れないようにしよう」という思いと、「この建物を見ると 

あの日を思い出すから取り壊してほしい」という遺族の思いで、現地行政は答えが出せずにいるそう 

です。 

●志津川仮設かき処理場 見学 

津波で甚大な被害を受けた志津川のかき養殖業。被災後の絶望的な環境の中、みやぎ生協をはじめ、 

多くの団体からの支援を受け、仮設のかき処理場ができ、少しずつですが、かきの生産が再び行える 

ようになっていました。 

しかし、処理場へと続く港の岸壁は壊れたまま、船が自由に安全に航行できる環境ではありません 

でした。まだまだ復興支援は必要です。被災地の人達が前を向いて歩ける環境にしてあげなければと

強く思いました。 

 
町には、たくさんの花束と 

青い空だけが広がっていた。 

わずかに残った家屋は全て

一階が津波で流されていた。 

あの日、校庭では、車で避難してきた多くの

人々が、車中で暖をとっていた。そこに津波

が押し寄せ、多くの車が校舎にぶつかり、ガ

ソリンがもれ、火災が起きた。 



●全国の生協が被災地を応援した 

被災直後から、みやぎ生協には、全国の生協から励ましの言葉がたく 

 さん届き、被災地は孤独ではありませんでした。 

つらいとき、助けてくれる生協の仲間が日本中にいました。 

もし、私たちが困ったときも、きっと全国にいる生協の仲間が助けて 

くれるでしょう。 

生協とは、そういう組織なんだと心から実感しました。 

●組合員のために店を開けたみやぎ生協「蛇田店」 

被被災災後後、、雪雪がが降降るる寒寒ささのの中中、、食食べべ物物やや日日用用品品をを求求めめ、、おお店店のの前前ににはは多多くくのの人人がが列列をを作作りりままししたた。。  

みみややぎぎ生生協協はは、、被被災災ししたたそそのの日日のの夕夕方方かからら、、組組合合員員ののたためめにに、、店店のの営営業業をを再再開開しし、、周周りりのの店店がが高高値値

でで物物をを売売るる中中、、破破格格のの安安いい値値段段でで組組合合員員にに食食べべ物物やや日日用用品品をを提提供供ししたたそそううでですす。。  

ままたた、、宅宅配配でではは、、被被災災ししたた地地域域をを回回りり、、組組合合員員のの安安否否確確認認ををしし、、食食料料をを届届けけたたそそううでですす。。  

ここのの行行動動にに、、どどれれほほどど多多くくのの組組合合員員がが救救わわれれたたここととででししょょうう。。  

組組合合員員をを思思いい、、ととっったた行行動動。。生生協協職職員員をを誇誇りりにに思思いいまますす。。そそししてて、、生生協協のの組組合合員員ででよよかかっったたとと思思うう

瞬瞬間間だだっったたとと思思いいまますす。。  

●●東東日日本本大大震震災災をを忘忘れれなないい  

震震災災後後、、みみややぎぎ生生協協はは東東日日本本大大震震災災をを忘忘れれなないいたためめ、、みみややぎぎ生生協協敷敷地地内内にに「「東東日日本本大大震震災災学学習習・・資資  

料料室室」」をを作作りりままししたた。。  

33 月月 1111 日日ののみみややぎぎ生生協協周周辺辺のの被被災災状状況況、、被被災災直直後後ののみみややぎぎ生生協協のの動動きき、、そそししてて、、被被災災後後、、全全国国のの生生

協協かからら寄寄せせらられれたた支支援援のの内内容容やや励励ままししのの言言葉葉・・品品々々がが展展示示さされれてていいまますす。。  

そそししてて、、みみややぎぎ生生協協ががここのの震震災災かからら学学んんだだこことと、、ここのの震震災災をを教教訓訓ととししたたここれれかかららのの取取りり組組みみななどどがが

分分かかりりややすすくくパパネネルル展展示示さされれてていいまますす。。  

●●教教訓訓  

震震災災のの教教訓訓のの一一つつにに「「ガガソソリリンンススタタンンドドのの設設置置」」がが挙挙げげらられれまますす。。  

震震災災直直後後、、組組合合員員ののももととにに支支援援物物資資をを運運ぶぶののにに、、物物品品ととそそれれをを運運ぶぶトトララッッククははたたくくささんんあありりままししたた

がが、、トトララッッククをを動動かかすすガガソソリリンンがが手手にに入入りりまませせんんででししたた。。  

ままたた、、震震災災時時 33 月月ででままだだ寒寒かかっったたににももかかかかわわららずず、、暖暖ををととるるたためめのの灯灯油油がが不不足足しし、、被被災災ししたた人人達達はは

寒寒ささにに耐耐ええるるししかかあありりまませせんんででししたた。。  

そそのの教教訓訓かからら、、みみややぎぎ生生協協はは、、敷敷地地内内ににガガソソリリンンススタタンンドドをを設設置置しし、、災災害害時時、、再再びび悔悔ししいい思思いいををしし

なないいよよううににししたたそそううでですす。。  

ここのの取取りり組組みみはは、、全全国国のの生生協協がが見見習習ううべべきき行行動動ででははなないいででししょょううかか？？  

みみややぎぎだだけけのの話話ででははあありりまませせんん。。災災害害ははいいつつどどここでで起起ききるるかかわわかかりりまませせんん。。  

仲仲間間がが受受けけたた思思いいをを、、私私たたちちもも一一緒緒にに受受けけ止止めめ、、ここれれかかららのの教教訓訓ととししてて活活かかししてていいかかななけけれればばなならら

なないいとと思思いいままししたた。。  

●●ここれれかかららもも被被災災地地をを支支援援ししてていいききままししょょうう    

２２年年経経っったた今今もも、、被被災災地地のの人人達達はは頑頑張張っってていいまますす。。私私たたちちもも東東日日本本大大震震災災をを忘忘れれずずにに、、被被災災地地のの仲仲

間間ととととももにに、、一一緒緒にに復復興興のの道道をを歩歩んんででいいききままししょょうう。。  

  

  

  

 



＊下の写真は、被災後、被災地の人達が立ち上げた手作りの仮設商店街の中の一つのお店に貼られて 

いた一枚のメッセージです。 

私はこの言葉から、被災地の人達の強い決意を感じました。 

 あの日の悲しみを乗り越え、前へと進もうとしている被災地の人達を、私たちはこれからも変わる

ことなく支援していくことが必要ではないでしょうか。 



第２回つながろう CO・OPアクション交流会 

～つどい・つむぎ・つなげる・未来～  参加報告          古屋 康子 

日時：２０１３年３月１４日  会場：コラッセふくしま 

 

「被災地の今の課題と、今後の支援活動を考える」全体会報告より 

コープふくしま 専務理事 野中さん 

 放射能汚染問題の多様性（自宅に住めない苦悩、賠償金の格差など）を知って欲しい。

仮設住宅の支援をお願いしたい。忘れない、忘れさせない仕組みづくり。支援を継続させ

るためには事業の中で負担にならないよう、事業と活動の総合的な取り組みが必要。 

みやぎ生協 生活文化部長 小澤さん 

生活再建の格差があり、産業復興が遅れている現状。子どもの居場所づくり、子どもの

ケアをもっとしたい。また昼間のお茶会だけでなく、働いているお母さんたちのための 

お茶会を開きたい。 

いわて生協 常務理事・組合員活動・広報管掌 金子さん 

住宅の再建、体調不安、雇用不安、子どもの未来など先の見えない不安だらけ。 

過疎地は復興が遅い。仮設に住む人だけが被災者ではない。被災地に住む人が被災者。 

仮設住宅を訪れるサロンも助成金がなくなって引き上

げるＮＰＯや団体もあるが生協は続けていく。お菓子な

どの協力をお願いしたい。手書きカードも仮設住宅以外

の人にも届けたいがまだまだ足りない。移動販売車４台

での買い物支援もありがたい。複数の生協で横のつなが

りを持って、被災地商品を買って支えて欲しい。とにか

く、忘れないで欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠く離れていてもできる支援があります。被災地の商品を買う。募金に協力する。 

当たり前のことですが、ひとりひとりが意識して行動すれば大きな力になると思います。 

手書きカードも、もっと多くの人に届けられたらと思います。 

私も今回の七夕カードは「楽しみにしている人」のために 

図書館で本を借り、切り絵を作成しました。 

 分科会でご一緒したコープふくしまの理事さんは 

「子どもの健康」を一番に考えて欲しいと訴えていました。 

「子どもが毎日歩いて学校に行ける」当たり前と思われて 

いることができない現実を、私も子どもを持つ親として 

日々忘れずに心に留めて生活していかなければと思いました。 

 最後に、震災を忘れないのはもちろん「忘れないで欲しい」 

と言われた方の気持ちを忘れないようにしたいです。 

 



「第２回 つながろうＣＯ・ＯＰアクション交流会」参加報告 

                              理事 小石 淑子 

 

東日本大震災から２年が経過しましたが、「復旧の進み具合」や「復興に向けた課題」など 

被災地の状況は格差が発生しています。 

それぞれの被災地で必要とされている支援のあり方、被災者を長期に渡って支援する為の課題

など、被災地生協の職員・組合員理事から「現在の状況」や「生協の取り組み」を伺い、 

復興への思いを共有化し、支援のあり方を考えるため、２０１３年３月１４日（木）コラッセふくしまで、

全国から４１の生協 １５０人が集いました。 

 

● コープふくしま  野中専務理事より、 

   「原発事故から生協組合員の暮らしをとりもどしたい」と題して講演が行われ、 

コープふくしまが取り組んだ、家庭の食事からの放射能摂取量調査や仮設住宅の訪問活動

などの報告がありました。 

   住民目線で１つずつ進めたこと・・・ 放射能とはナニモノカ？ 食事調査の結果の理解 

                          「怖がる権利」と「怖がらない権利」の共有 

● コープふくしま・みやぎ生協・いわて生協 

「被災地の今を知り、これからの支援を考える」分科会 

             

   「買い支え」「忘れない為の発信」「支援者への支援」など、 

支援に必要なこと、継続する為の視点でグループ発表を行い、議論を深めました。 

～ 被災地に 一番 最初に入った生協が 一番 最後まで寄りそう ～ 

ユーコープでも「助け合いの精神に基づき」復興支援活動に取り組んでいますが、いまだ 

被災地のくらしは厳しい状況が続いており、３０万人を超える方が仮設住宅で過ごされています。 

引き続き、全国の生協の仲間と、「東日本大震災を忘れない取り組み」 「福島の支援活動」を 

継続的に進めていくことが必要です。単協どうしの取り組みを集約し、全国規模での持続可能な

生協の支援の形を考える必要を確認しあいました。 

被災地に広がる格差の解消や産業の復興、心のケアなど、社会的枠組みや制度の強化、 

特に「被災者生活再建支援法」などの充実を求める必要を強く感じました。 

 

２０１３年度も日本生協連とともに、①「生活再建活動を続ける」②「買って支える」 

③「福島を支える」④「被災地の今を知り伝える」⑤「社会的制度を充実させる」 

⑥「次の災害に備える」の６点を柱に、心と力を合わせ支援活動を進めます。 



  第２回つながろうＣＯ・ＯＰアクション交流会に参加して 

組合員活動委員 佐々木恵美子 

 

    ３月１４日は福島駅前「コラッセふくしま」で、「原発事故から生協組 

   合員の暮らしをとりもどしたい」というテーマを含めた全体会や、分科会、 

   パネルデｲスカッションがおこなわれた。 

    被災地ではボランティアも減ってきており、取り残されている、見捨て 

   られているという気持ちを持っている人たちが多くいるという事でした。 

   考え方、経済力の違いが格差を広げている。物資の応援もうれしいが、そ 

   れにも増して仕事が欲しいという声も伺いました。被災者も支える行政側 

   も共に苦しくなってきている、そういう状況だそうです。 

 

    １５日は福島県南相馬市、小高町から海沿いに北上し、宮城県名取市閖上 

   （ゆりあげ）地域を視察しました。 

    福島は丸２年たっても津波にあった車がまだ放置されていたり、いたる 

   所に津波の傷跡がそのまま残されていました。閖上は更地が広がっていま 

   した。買い物に寄った復興商店街の皆さんは明るかったです、でもお話を 

   伺っていて明るくしていなければ、やりきれないという気持ちなんだろう 

   と思いました。 

 

 

    この被災地で生協ができる事は？ 

   生協は地域に住んでいる住人、組合員の集まりだからこそ地域の団体や行 

   政の間をつなぐ役割がになえます。昨年の協同組合年を経て様々な団体と 

   のつながりもできてます。全国の生協ともつながって大きな連帯の輪が生 

   まれそうで期待が持てます。 

    組合員に寄り添い続ける生協であり続けてほしいと思います。 

    



第２回つながろう CO・OPアクション交流会に参加して 

組合員活動委員 杉本 節子 

陽気が緩み始めた 3月中旬、日生協主催の「つながろう COOPアクション交流会」に参

加しました。 

全体会でのコープふくしま野中専務の話が心に残ります。放射能による外部被ばくに怯

えながらのくらし、ホールボディカウンターでの内部被ばく検査があたりまえに行われて

いる現実。自宅に帰る、その展望さえ持てず住民は苦しんでいる。これは憲法１３条の幸

福追求権の侵害ではないかと彼は語尾を強めました。こういう状況を理解したうえで「何

とかしたい！」と全国の生協から、どこよりも早く、そして今日までずっと支援を続けて

くれていることに感謝しこれからも福島の農産品などを利用してほしい。それが一番の支

援ですといいました。 

２日目はバスで福島沿岸部から宮城県沿岸部を車中 

視察しました。原発事故の影響で復興どころか復旧も 

遅れている南相馬市や小高町では人気のない町に身を 

寄せるサルの群れを見ました。 

震災から 2年が経ち「きずな」がうまれる反面、 

賠償問題や考え方の違いから溝が生まれてきました。 

ある仮設住宅ではフェンスを立て言葉も交わさない、 

行き来もしなくなりコミュニティが難しくなったと 

いいます。震災直後のこんな話も聞きました。 

農家の方が黙々と種まきや果樹の剪定をしている姿 

を見て、住民たちから「みんなが苦しんでいるときに 

何だ！」と非難の声が浴びせられたとき「生きるためには食わねばならない。札束を食べ

ても生きられない」と言葉を返したといいます。力強い言葉です。 

バスは宮城県に入っていきます。名取市閖上地域はほぼ壊滅状態です。何もないところ

に乾いた風が吹いています。約６０００人いた住民のうち１０００人もの人が津波で亡く

なられました。小さな丘程度の日和山に逃げて助かった人もいましたが、眼下で流されて

いく家や人々をどんな思いで見ていたのでしょうか。胸がつまります。数珠を手に祈って

いるときにドヤドヤとバスで来て写真を撮る一行が・・（何だ、この人たちは・・）と思い

ましたが被災者からみれば視察も観光？も同じに映ります。多くの犠牲を生んだ大地にシ

ャッターは押せなくなりました。バスに同乗しガイドをしてくれた理事さんが「よく言わ

れるんですよ。意外にも皆さん 明るいんですねって。ただ現実を受け止めるのに明るい

も暗いも同じなだけですから・・」とおっしゃったのが印象的でした。 

さまざまな喪失感を抱え、今もなお、もがき苦しんでいる人々がいることに 私たちは

もっと真摯に向き合わなければなりません。甚大な被害を受けた東北地方を忘れることな

く、できる支援をつなげていく努力と意識が必要です。浜松の自宅を出てわずか３時間ち

ょっとで着き、遠くて近い福島ですが被災者の心にはまだまだ遠い”ふくしま“だと実感し

た視察でした。 

 
人気のないお菓子屋さん、「小高区民

と共に復活！」の幟が印象的でした。 



第２回 つながろう CO-OP アクション交流会 参加報告 

土井 すみ 

【日時・会場】 2013 年 3 月 14 日（木） 於 コラッセふくしま 

【 概 要 】・全体会 講演「原発事故から生協組合員の暮らしをとりもどしたい」 

              コープふくしま専務理事 野中俊吉氏 

・分科会 福島分科会・宮城分科会・岩手分科会 

・全体会 パネルディスカッション「被災地の今の課題と今後の支援活動を考える」 

 

●最初の全体会でコープふくしまの野中専務理事より「原発事故から生協組合員の暮らしをと

りもどしたい」というテーマでの講演がありました。住民目線を大切にして、放射能につい

ての学習会を行ったり、外部被ばくをガラスバッチで実測したりと一つずつ進めてきたそう

です。〝陰膳方式による実際の食事調査〟や〝福島県産品応援〟〝仮設住宅住民訪問活動〟

なども実施してきて純増で 5,000 人程組合員が増えているそうです。 

●続いて福島分科会・宮城分科会・岩手分科会と 3 つの分科会ごとに別室に分かれ、報告を聞

いてからグループディスカッションを行いました。 

 私が参加した福島分科会では、まず地元の小学校が作成したという震災時のＤＶＤを観てか

ら、コープふくしまの組合員理事の有松さん・渡辺さんから現在の組合員活動について、今

後に向けて必要な取り組みなどの報告がありました。さいたまコープ地域ネットワーク部長

の福岡さんからは、これまで行ってきた支援についての報告がありました。 

●報告を聞いてグループごとにこれからの支援について考え、ど

んな支援があるか、またその支援を続けるため、広げるために

はどうしたらよいか、というように討議しまとめました。被災

地を訪れる、被災地商品を購入する、被災者の心に寄り添う等、

様々な意見がありましたが、震災を風化させない事がいちばん

大切なのではないかと思われました。 

●最後に全体会として日本生協連の山内執行役員組織推進部長をコーディネーターに、コープ

ふくしま野中専務理事、みやぎ生協小澤生活文化部長、いわて生協金子常務理事の 3 人によ

るパネルディスカッションが行われました。 

大切にしたいことや、現在被災地で問題に 

なっており解決すべき課題について意見が 

出され、右記のようにまとまりました。 

 

 

 

 

 【まとめ】 私たちに求められているのは、被災地に遊びに行くでもよし、被災地のために募

金する、被災地商品を購入する等、どんな形でもいいので自分にできることで支

援を続け、震災を風化させないよう忘れないようにすることだと思いました。 

福島　 宮城 岩手

支援生協による

情報発信

復興の遅れに

よる地域格差⇒

個人間の格差

住まいと仕事の

再建

放射能被害の複

雑性・多様性⇒

全体から学ぶ

産業復興 被災地域の格差

応援の継続 母子のケア



東日本大震災から 2年～ 

いわて生協 感謝のつどい 参加報告 

                理事 浦郷 由季 

 

●被災地 宮古市田老地区 視察 

田老地区には３つの大きな防潮堤があり、碁盤の目に区画された町並みはどこから

でも山に向かう直線の道路が整備され、避難すれば必ず助かる。 

しかし、避難しなかった人たち 180 名が犠牲に。 

防潮堤を過信し、避難するという基本的なことが伝えられず 

風化していた。大地震のあとは津波が来ることを前提にまずは 

高台に逃げることを強く訴える語り部の沢口さん。（元生協職員） 

 

●被災から３年めの岩手県の現状 

寒い・暑い・狭い・交通も不便         孤独死、高齢男性の引きこもり、        

体調を崩す人、 

まだ３万８千人が暮らす   仮設住宅   介護のすすむ人が増えている              

   

小さな仮設住宅、みなし仮設、自宅避難者には支援が少ない。 

被災者の願いは「住宅の再建」、しかし土地のかさ上げが進まず建てられない。 

二重ローン問題の解決もすすまない。 

 

●そんな中、七夕・クリスマス・ひなまつりのカードプレゼントが喜ばれています 

いわての金子常勤理事から 

実は、カードプレゼントもユーコープさんのカードが多いからこそ、多くの方々にお届けできていま

す。またカードといっしょにお届けしているお菓子もユーコープさんからのカンパがあればこそお届

けできています。カードといっしょにお届けしているお菓子は沿岸の福祉作業所に声をかけ５箇所

で作ってもらっています。まとまった仕事がないので、このお菓子の発注は喜ばれていることをお

聞きしました。 

 

●いわて生協からのメッセージ 

徐々にボランティアなどの支援が減っていく中、3 年目のこれからが支援の本番！ 

１．被災地の手作り品やメーカー品の販売協力を 

２．被災地を知り、知らせる活動の継続を、ツアーや報告会に協力します 

３．活動資金の援助を 

最後まで被災者の支援に取り組みます。全国の生協の協力をお願いします！ 

 



岩手生協の感謝の集いに参加し、津波被災地（宮古市田老町） 

を訪問して感じた事          松浦弘美 

 

岩手県は面積が四国と同じくらいに広い上に、東日本大震災で被災した地域は、海沿い

に限定された為、内陸部に住む県民の中でさえ、震災の記憶の風化が始まっているそうで

す。そんな中で、被災者に寄り添い、全国へ被災者と被災地の今を発信し続けている岩手

生協、その活動を支える組合員さんたちに対して、私たちもいろんな形で協力していきた

いと強く感じました。 

 大槌町で日本酒「浜娘」を醸造していた赤武酒造の古

舘社長の話の中で、「復興支援に買って下さい、復活する

ことができました、と言えば皆さん優しいから買ってく

れるんです。だけどね、義理で買っていただくのは続か

ないですよ。私らが納得いく美味しい酒をちゃんと作っ

て、浜娘が美味しかったからまた売ってくれ、と言われ

ないとダメなんです。」という言葉が心に残りました。 

 復活メーカーのこれまでの取り組みや商品に込められ

た思いを聞くにつれ、ユーコープでももっと商品を紹介

して、お互いにウィンウィンの関係で、息の長い被災地

支援ができたらなと思いました。 

 日本の万里の長城とまで言われた防潮堤で守られてい

た宮古市田老町は、津波で瓦礫と化し、今は更地の続くひっそりとした街に変わっていま

した。田老町漁協が海藻類の加工工場と倉庫を再建し操業を始めていますが、放射能汚染

という根強い風評被害の為、売り上げが伸びていません。 被災地の報道は、復活とか再

開とかが多いけれど、復興には程遠い現実がここにはありました。 

「今、被災地はど

んなかを見に来て

ほしい。３．１１辺

りで急にワ～と来

るんじゃなくて、普

通の時に時々でい

いから来てほしい。

忘れられているん

じゃないかと寂しい。」という被災者の話を聞き、また、七夕・クリスマス・お雛様、と送

ったカードが、「一人じゃないと感じられた」と、とても喜ばれたという報告を受け、私た

ち一人一人ができることは何か？を考えなくてはいけないし、その思いをくみ取り、形に

するのが組合員活動だと思いました。 


